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会社員だった頃の私は、部下に会社や私自身のビ
ジョンをよく伝えていた。一人ひとりに何を期待して
いるかもよく伝えていた。反応はどうかというとあま
り芳しくなかった。そうすると決まってこう思ったも
のだ。「伝え方が悪いのだろうか？」はたまた「相手の
理解力、意欲や意識の違いもあるのだろう」と。

しかし、ほどなくして、その捉え方を変えねばなら
ぬ事件がおきた。ある部下からこう言われたのだ。し
かもその部下は社内のリーダー的存在だった。
「猪俣さんの言っていることは正しいです。でも、
もっと私たちの言い分も聞いてくれたっていいじゃな
いですか。」と。
いや、そんなことはない。ちゃんと聞いているじゃ

ないか。言い訳がさんざん浮かぶ。が、それを相談し
ていた友人から次の質問をうけてはっとした。
「猪俣さん、それぞれの部下との信頼関係の度合い
はどれくらいだと思いますか？　相手は猪俣さんをど
のくらい信頼しているでしょうか？　猪俣さんは相手
をどれくらい信頼していますか？」と。そこでようや
く気づいたのだ。私が手をつけるべきは、「何をどう伝
えるか」ではなく、「相手との関係をどう創るか」の関
係性だったのだと。
実は、信頼関係という関係性を創るにはセオリーが

ある。それは全部で３ステップある。
最初に構築すべきは「安心」。この人だったら何を話

しても大丈夫、話しやすい、否定しないで受けとめて
くれる、本心を打ち明けられる、と部下が思う状態だ。
このステップが築かれないと、大切な情報がこちらに
届かない。そうすると、上司としての役割と責任が果
たせなくなる。なぜなら、より早くよりよい決断がで
きなくなるからだ。大きなトラブルにならないと報告
があがらない、というのもこの顕著な例だ。また、部
下にとって上司が「安心」できない存在だと、ちょっ
とした相談や質問がなかなかできない。今、声をかけ
ても大丈夫か、もう少し後のほうがいいか、なんだか
機嫌が悪そうだからあとにしておこう、などいわゆる
非生産的なエネルギーが蔓延する。

次のステップが「自信」。この会社や職場のメンバー
の一員として、自分は確かに認められていると感じら
れるレベルだ。もしも部下にこれが感じられないと何
が起きるだろうか？　自分の存在は、上司や職場で認
められているのだろうかと常に気になってしまう。す
ると、本来やるべき仕事よりも、人間関係にばかり気
をとられるようになる。また自信がないから、自分に
可能性が感じられない。だから、新しい分野にチャレ
ンジできない。失敗したときに誰もフォローしてくれ
ないと感じているわけだから、チャレンジはリスクに
しかならない。人は職場にセーフティネットがあるか
らこそ、チャレンジできるのである。
最後のステップが「行動」レベルの構築だ。ここで

ようやく、部下に何をしてほしいのか、どう成長して
ほしいのか、「期待や要望」をするのが効果的になる。
第一ステップと第二ステップが築かれないまま、部下
に「期待や要望」をすると、それは抗うことのできな
い指示命令でしかなくなる。
私が今までしていたのは、それだったのだ。
とにかく最も重要なのは最初のステップだ。ここで

考えてほしい。その「安心」レベルを築くために、今
現在あなたが部下にしていることは何だろうか？　や
ろうやろうと思ってやっていないことは何だろうか？
「安心」レベルを後退させているあなたの行動や振る
舞いは何だろうか？　と。
その答えは次号で紹介しよう。
私の友人はこのステップを部下との関係づくりに取

り入れて成功した。ある会社のトップセールスマン
だった彼は、部下から怖れられる存在だった。それが
「あなたが私の上司でよかった。」と言われるほどまで
かわったのだ。部下からそのように言われることは、
ビジネスマンとしてこれ以上嬉しいことはないのでは
なかろうか。
その秘訣をあなたも手に入れてほしい。そのために、

まずはこれからの一ヵ月間、さきほどの私からの「問
い」の答えを探してきてほしい。
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